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特別展「藤田嗣治 絵画と写真」 

プレスリリースサイトはこちら（外部リンク） 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001399.000014977.html 

 

 

 

●展覧会をご紹介いただく場合 

・本展をご紹介いただく場合、記事・番組内容について情報確認のため、ゲラ刷り・原稿の段

階で校正を下記問い合わせ先までメールにてお送りください。お送りいただけない場合、掲載

内容についての責任は当方では負いかねます。 

・掲載・放送後は、掲載紙・誌、または同録データもしくは DVD 等を 1 部お送りくださいます

ようお願いします。WEB サイトの場合は、掲載時に URL をお知らせください。 

 

●画像掲載について 

・画像の使用は本展を紹介する場合に限らせていただきます。展覧会終了後の放送・掲載は

お断りします。また本展会期中であっても、再放送や転載をされる場合はご連絡ください。 

・ご使用の際は、指定のキャプション表記をお願いします。画材の表記についてはスペースがな

い場合は省略可とします。 

・画像はすべて全図で使用してください。トリミング、縦横比の変更、文字や他のイメージを重

ねることはできません。 

・以上の点にご留意いただけない場合、所有者などとの間にトラブルが生じることがあります。

その場合、主催者側では一切責任を負いかねますのでご注意ください。 
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●読者プレゼントの提供について 

・本展をご紹介いただく場合、ご希望があれば本展招待券を貴媒体読者プレゼント用に提供

します(5 組 10 名様まで)。専用フォームにてお申し込みください。 

 

読者プレゼント申請専用フォーム 

https://logoform.jp/form/mX9C/1176717 

 

●展覧会の取材・撮影について 

・本展の取材・撮影をご希望の場合は事前にご連絡ください。ご連絡がない場合、お断りする

ことがあります。 

 

 

 

 

 

【50 文字程度】 

写真を利用した絵画制作のプロセスを紹介するほか、国内外の写真家による藤田の肖像写真

などを展示。 

 

【100 文字程度】 

藤田嗣治の作品を、写真をキーワードに読み解きます。写真を利用した絵画制作のプロセス

を紹介するほか、国内外の写真家による藤田の肖像写真などを展示。描くことと撮ることの

間を絶えず行き来した「眼の軌跡」を追います。 

 

【１５０文字程度】 

藤田嗣治の作品を、写真をキーワードに読み解きます。若い頃からカメラを所有していた藤田

は、生涯にわたって数千点におよぶ写真を残しました。本展では、写真を利用した絵画制作の

プロセスを解き明かすほか、国内外の写真家による藤田の肖像写真などを展示。描くことと

撮ることの間を絶えず行き来した「眼の軌跡」に迫ります。 

 

【200 文字程度】 

藤田嗣治の作品を、写真をキーワードに読み解きます。若い頃からカメラを所有していた藤田

は、生涯にわたって数千点におよぶ写真を残しました。本展では、写真を利用した絵画制作の

プロセスを解き明かすほか、国内外の写真家がとらえた藤田のポートレイト写真などを展示。

自らが撮影者でもあり、被写体ともなった藤田。描くことと撮ることの間を絶えず行き来した

「眼の軌跡」を追いかけ、知られざる魅力に迫ります。 

展覧会紹介文例 

【広報に関するお問い合わせ】 

名古屋市美術館（広報担当：長谷部） 

〒460-0008 名古屋市中区栄 2-17-25 TEL：052-212-0001 FAX：052-212-0005 

メール：ncam_gakugei@kyoiku.city.nagoya.lg.jp 


